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海底下の炭田㊥油田㊥天然ガス田

岸本文男(鉱床部)

先に｢陸棚海底下の金属･非金属鉱床｣を著したが本稿はそ

の姉妹編である.

海底炭田

石炭は貴重な資源の一つであり海底炭田からの産炭

には古い歴史がある.すなわち海底下から石炭が掘

られた始まりはスコットランドに立坑が建設された!620

年のことで以来スコットランドに立坑カミ鉱がり坑道

は海底下に伸びて行ったのである.石油や天然ガスに

較べると分布の狭い鉱物資源であるがしかし石炭は各

国の陸棚帯に賦存する例が少なく狂い.イギリスだけ

でなくわが国やカナダチリなどの諸国でも陸上から

の立坑によって長年にわたり海底下から石炭を採掘して

きた.

トルコ中国(台湾島も含め)の海岸近くの陸棚にも

大規模校炭田が潜頭分布しオｰストラリア南東海岸近

くの海底でも多数の炭層が石油探査の際に発見されソ

連北東辺区の陸棚やシベリア北海岸沖アラスカの北側

と東側の陸棚などでも灌青炭層群が確認できそうだとさ

れている.

イギリスは古い海底産炭国で多くの炭田の炭層群が

海底に伸びている(第1図).たとえばノｰサンバｰ

ランド=ダｰハム炭田では陸上の炭層はほとんど採掘ず

みである.その炭層は石炭系で下部石炭系中に8炭

層(総炭丈5.5m)上部石炭系下部(ラナｰク統一下
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第1図

'イギリスの陸棚炭田分布図

斜交叉線は陸棚海底炭禺の陸上延

長部

部スタッフォｰド階)中に20炭層(総炭丈18㎜)あった.

1961-1962年タインマウス市からウェストハｰトノレプ

ｰル市にいたる間の北海水域で高品質の新しい炭田が発

見され(埋炭量は少なくとも5.5億t)陸上と同水域

の島から立坑を下して採炭に入りさらに海深54mの海

底試錐ができる特別に設計した海上プラットホｰムを用

いて探査が続けられている｡

南ウェｰルズ

醐

南ケント.

イングランド北西部アイリッシュ海沿岸のカンバｰ

ランド炭田は地質構造がかなり､複雑でドｰムや逆ドｰ

ムを形作りさらに先二畳紀の断層によって南北2区に

分けられている.炭層(石炭系ウェストファリア統･

スタッフォｰド統)は海側に急斜する.炭丈1.5-2.ユ

mの炭層が9層採掘されているが海底下の炭丈はいず

れも厚くなり最大4.2mに達する.

イングランド南東の東ケント炭団ヨは620km2の炭層分

布面積を有するカミその20%は海底下にある.さらに.

南ウェｰノレス炭田の沖ブリストル湾では石炭系上部の'

來炭層が探査され一部は採掘されようとしている.

スコットランドの炭田(ファｰト=オブ=フォｰト炭

同ヨ)は多数の炭層を有しその大部分は石炭系下部に胚一

胎されフォｰス湾両岸側に向斜状に分布する.炭層

数は海底下の方が多くて最大42層に達するが含有ガス

量も多くなる･とくに東ファイフ鉱床の大部分は海底

下にある.

スコットランド南東の陸棚における炭田調査はほとん

ど終り1963-1967年にはツィｰド川河口のべ'リック

から北方バｰモｰズの間の水域で総層厚1,200mの石炭･

系中に厚さ約160皿の爽炭層が発見されたカミ炭層14層

のうち2層が厚さ0.3mを越えているにすぎない.

海底炭団保有国1開発国としてのわが国の地位はイギ

リスに比肩できるほど高い.これは英国自体が認めて一'

いるいや認めていたことである.

周知のことと思われるので説明は略したい.

わが国には海底下に分布する炭層をもった炭田が第2

図に示すように9地域にある.その中でとくに諸外国

の専門家がよく引合に出すのが高島･崎戸両炭田を代

表とする肥前地方のものと宇部炭田･常磐炭田である�
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がいずれも休山して昔日の面影は扱い.一般に石炭

塵薬の不振は石油に圧迫されたとか生産性が低いため

とか言われるが世界最大の産油国ソ連と第2のアメリ

カが今もって産炭量で首位を争っているのはどう説明す

るのだろう.両国とも炭砿労働者の賃金は他産業の場

合よりも相対的に高いというのに.

カナダでも海底から比較的小規模ながら石炭が採掘さ

れている(第3図).すなわちノバスコシア炭岡では

石炭紀の高品質の石炭が多量に採掘されているが埋炭

量はそれほど多く粗くて現在では海岸陸地部の石炭は

ほとんど掘りつくされ陸上の立坑から大西洋の海底に

5,000-6,000mほど水平坑が掘進され年間600万t前

後の石炭が海底から掘り出されている.

その北方ケｰプ=ブレトン島北東のシドニｰ炭田で

は大西洋の海底に石炭紀の炭層が広く分布することカミ確

認ずみである.そして立坑も海底下477mの深さまで

下げられ高品質の石炭が出炭し始めている.
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トルコでは埋炭量の約1/3が黒海の海底下に賦存する

(第4図).主に海底炭層が賦存するのはトルコ最大の

エレｰリ=ソングルダｰク炭田の延長部で同炭田はイ

スタンブｰルあ東方135km付近の黒海沿岸に拡がり

延長約50k並幅8-10k㎜を有する.石炭系は海側に

傾斜し総層厚は3,000mを越え炭層はそのウェスト

ファリア統とナムｰル統中に胚胎されている.

当該石炭系は白亜系に不整合に蔽われもっとも炭層

が多いのはコズルｰ累層(ウェストファリア統)で平

均炭丈1mの炭層を32層胚胎する.炭層は変成作用を

受けさらにヘルシニア期とアルプス期の断層に切られ

ている.炭質は主としてコｰクス炭と脂肪炭ときに

乾長熔炭で揮発成分が30-44%灰分が20-25%熱

量が7,ooo一&000kca1/kgで参る.

大型ドｰム状を呈する炭田化翼の炭層はソングルダｰ

ク港と黒海の海底に潜っているがトルコでは海底下の

採炭に関する問題は未解決のままになっている.

海底炭田の出炭量はイギリスで年2,300万t(1957)

第2図

わカ茎国の陸棚炭周分布図(Minera1正esourceso土
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1一常磐炭田2一夫章炭用

4一峰=戸炭固5一三池炭田

7一松島庚寅8一中島炭田

10一長島炭固

3一宇部炭田

6一釧路炭固

9一高島炭田

目本で1,300万t(1964)1955年頃の開発海底炭団ヨは

海面下250mまで海岸からの距離最大25たmのもので

あった･1980年にはそれが50Lmまで伸びるという学

者もいるが果してそうなるか.また日本の海底炭田

が再開される目はいつのことか.

｢こんな有難いエネルギｰ資源を放っておく手はない｣.

これはシベリアで聞いたソ連の専門家の話である.

海底油田･海底天然ガス田

石油と天然ガスは世界の海域で採掘されている鉱物資

源の中でもっとも重要なもので1975年に採掘された海

底油田･海底天然ガス田産の石油と天然ガスは500億ド

ルすなわち他の海底鉱床産鉱物資源の総価格の10倍を越

えているだろう.

海底油田･ガス田の探査･開発作業の規模は次第に大

きくなっている.たとえば1968年9月1日現在海域

＼

｡ノ大

∵ジ伝

1ゲ卿

❹

紗洋

第3図

カナダの陸棚の炭田分布模式図

(Miner1丁esou正㏄sofoverseas
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1一ケｰプ=ブレトン島シドニｰ

炭閏

2一ノバスコシア炭田

第4図

トルコのエレｰリニゾングルダｰ

ク炭閏(Menera1正esources
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での地質調査･地球物理探査は82ヵ国探査試錐は54ヵ

国石油･天然ガスの採掘は21ヵ国で行桂われ最近10

年間に海底油閏の探査に関与した国の数は100に増し

その総経費は人よそ250億ドルに達している.探査作

業がカバｰした海域は広大でヨｰロッパ南北両アメ

リカアフリカアジア南部と東部の多くの陸棚とオｰ

ストラリアのほぼ全陸棚に及んでいる(第5図).そし

て1968年には261の海底油田･海底天然ガス田が発見さ

れた.資本主義諸国は海底油田･ガス岡の探査と試掘

に年々約20億ドルを投じ｡その半分は試錐費が占めてい

る.さらに近代的海底掘さく設備の価格は10億ドルを

越える.

以上のように探査作業規模が大きくなってきたにもか

かわらず石油と天然ガスの有望な水域に対する研究程

度はまだまだ低い.たとえば1975年までに地震探査

が行なわれた水域は全陸棚面積のまだ約20%にすぎない.

しかしそのような程度の探査状況下にあっても石油･

天然ガスの埋蔵量は確実に増大し1948年に行なわれた

世界の石油･天然ガス鉱量の計算では陸棚のものは全く

対象に狂ってい恋かったのにそれから25年ばかりの間

に海底油田･ガス岡の地位は急上昇レたのである.

現在では世界の陸棚水域は重要かつ有望な石油･天然

ガスの供給源と考えられるようになっている.ウィｰ

クス(LW醐s:1966)によると陸棚範囲での鉱量は

第5図現世海底の石油･天然ガス胚胎水域･同推定水域(Yu.Ya.

クスナツォフL.E.レｰピン1970)

1一中央海嶺･海縁海嶺

2一海盆

3一海縁海溝

4一大陸棚外縁

5一確定･推定油田･天然ガス国区境界

6一海底･沿岸油田(邑〕海底･沿岸天然ガス田1b〕

7一新生代･アルプス地向斜山間凹地(①南アラスカ

②中カムチャツカ③東カムチャツカ④東周本⑤フィリピン

⑥北ニュｰギニア⑦セントラル昌バレｰ⑧グアヤキル⑨南キ

ュｰバ⑩カリフォルニア⑪コｰスト目パシフィクとフレイザｰ

⑫ワラキア)

8一古生代地向斜山間凹地(⑬酉イングランド⑭スコット

ランド)

9一中生代地塊造山凹地(⑮インジギルカ=チュヨトカ)

10一向卓状地陸向斜凹地(⑯ウスチ=ウルド⑰クイズイル≡

クム⑱酉シベリア⑲ノ･ドソン湾⑳ボスニア⑳北中国)

1工一クラトン縁凹地(⑳べ一リング海⑳コマンドルスキｰ

⑳オホｰツク海⑳間宮海峡害目本海⑳インドシナ宮ジャワ海

⑳アラフラ海⑳タスマン海⑳コロンビア⑳ベネズエラ⑧メ

キシコ湾⑳南カスピ海⑱アゾフ海･黒海⑭アドリア海⑳チ

レニア海⑯アルジエｰ=プロバンス⑳東中国海⑱アナバル川

=ラプテフ海⑱ボｰフォｰト海⑳北ヨｰロッパ⑳北カスピ海

⑳リビア⑬ペルシャ湾)

12一海縁凹地(⑭酉ヨｰロッパ⑲北アメリカ⑯アガラス;1カル

ｰ⑳ノｰルウエｰ海空バレンツ海⑱ニュｰファンド≡ラブラド

ル⑲カナリア昌アトラス⑩アルゼンチン⑳ギアナ⑳ブラジ

ル⑬ギニア湾⑭アンゴラ⑳ソマリア⑳アラビア≡インド

⑰中央べ1■ガル湾⑱酉オｰストラリア⑲南オｰストラリア:古

地溝凹地(⑳紅海⑪モザンビｰク⑫オｰマン⑬イラワジ沖=

アンダマン海)

13一海棚凹地(⑭ケｰプ海盆⑱マダガスカル⑳クロゼ⑳アフ

リカ=南極海⑱アｰライル)

一次法で採掘できる石油が965億tコンデンセｰトガ

スが石油換算277億t天然ガスが石油換算415億tで�
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あり油頁岩埋蔵量は石油換算1,390億tとされカリ

ンコ(M･K･K畑INK0:1969)によれば探査ずみ陸棚

だけで石油理量蔵が1,000億t以上天然ガス埋蔵量が

15兆m3以上に達する.陸棚とそれ以深の海底帯を含

めて海底下は有望という割には調査海域カミまだ狭い.

上記カリンコは全海域の炭化水素埋蔵量を石油換算で

14,100億tを下ら狂いとしている.この数値は地殻

中の既知全炭化水素埋蔵量のほぼ1/2に等しい.

上記ウィｰクスは海深305mまでの陸棚内の石油埋蔵

量を2･800億t:天然ガス埋蔵量を140兆m3(石油換

算1,400億t)計4,200億tとしているがカリンコ

はこの数字を小さすぎると批判している始末である.

海底地形によって油層･天然ガス層の分布は異なる.

海底油田･ガス閏の計算埋蔵量の大半産出量の大部分

は現在のところ陸棚にある.そして大陸棚斜面の油田

･天然ガス田の存在性についてはほとんど調べられてい

ない.この大陸棚斜面とくにその中央部の堆積層は

かなり厚く堆積物として有機物を含み堆積物そのも

のは陸棚の場合よりも一般に細粒質で酸素不足のため

有機物の保存もよい.したがって大陸棚斜面下の堆積

層は母油岩となり得るし油徴もすでに確認されている.

さらにこの大陸棚斜面帯では貯油層と注り得る細粒砂の

堆積をもたらすよう租泥流が生ずることが多い.そし

て陸棚に認められるよう抵産油構造が大陸棚斜面にも十

分発達している筈である.たとえば大陸棚斜面上部

に石油のトラップとなりそう祖ライズ構造が現に発見さ

れているし大陸棚斜面の上部や下部を問わず岩塩ド

ｰムに似た構造が多数みとめられるのである.世界の

少なくとも幾つかの地域では石油を胚胎する堆積層が構

造運動の結果深く沈降して現在では大陸棚斜面に分布

している･このような所は石油胚胎のポテンシャルが

高い･たとえば南カリフォルニアやオレゴン州に近

い水域オｰストラリア西方の水域などがそうである.

大陸のライズでは幅100-1,000kmにわたり堆積層

の厚さが10,000mにも達しているが海洋の石油･天

然ガス胚胎ポテンシャルが高い所も理論的には例外でな

い(石油･天然ガスの産状を証明する資料はまだ無いに

しても).この大陸棚斜面下には陸棚海底下の場合に較

べて有機物の堆積は少ないが炭化水素の生成作用は否

定できない.貯溜層は泥流の活動によって形成された

可能性が強いのである.

実際をみてみよう.メキシコ湾(第6図)･カリブ

海･地中海･日本海･カラ海･バレンツ海･アリュｰシ

ャン海盆･カムチャツカ海盆といった小型海盆にはいず

れも厚さ10,000mに達するかそれに近い厚い堆積層が発

達し例えば岩塩ドｰムに似たダイアピル構造のよう抵

産油に適した構造を多数形成しているのである.1968

年に｢クロマｰチャレンジャｰ｣号がメキシコ湾の海

深3,582mの地点で試錐を行なった結果によると硫黄

層を伴う岩塩ドｰムのルｰフが把握されかつ海底下

140mのところで滴徴と天然ガス徴が記録されている.

最後に微細堆積物の地層からなる深海平原は石油

･天然ガスの胚胎という点では望みが薄い.

以下地球の3大洋の海底油田･海底天然ガス田につ

いて触れてみたい.

大西洋

大西洋とそれにつなカミった海域の石油･天然ガス賦存

状況は他の海域よりもよく研究されていると言えるだ

ろう.大西洋にはベネズエラ湾マラカイボ潟メキ

シコ湾という海底油田･ガス田の大規模注センタｰカミあ

りそれぞれ石油と天然ガスの巨大抵埋蔵量をかかえて

いる･さらに大西洋縁辺に分布する油田･ガス因胚胎

凹地(後古生代の酉ヨｰロッバ海縁凹地と北アメリカ海

縁凹地後原生代=古生代のニュｰファウンドランド=

ラブラドル海縁凹地とカナリア=アトラス海縁凹地

後原生代のアルゼンチン海縁凹地･ギアナ海縁凹地･ブ

ラジル海縁凹地･ギネア海縁凹地とアンゴラ海縁凹地恋

ど後古生代のコロンビア=クラトン縁凹地･ベネズエ

ラ=クラトン縁凹地･メキシコ=クラトン縁凹地狂ど)

の存在が大西洋沿岸水域の有望性を高めている.

大西洋につ注がった内海の石油･天然ガス胚胎性につ

いても展望は明るい.地球物理探査と地質調査によっ

て明らかにされたように地中海の大部分は石油･天然

ガス胚胎の可能性を有する.たとえばアドリア海の

後古生代アドリア=クラトン縁凹地に亜海洋型地殻が確

第6図メキシコ湾ルイジアナ州沖に建設中の海底油井�
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認ずみでその堆積層の層厚は10,000mに達している･

その天然ガス層は鮮新統に油層は漸新統と中新統中部

階に胚胎され1954年から実施された地球物理探査と

1960年に始められた試錐の結果ラベンナ市(イタリア)

沖でラベンナ=マレラヘンナ=マレ=シュドポノレト

:コルシニ=マレ(埋蔵量250-396億m3)ツェゼナ

チコ=マレの各天然ガス田が発見され開発されている

し1975年にはユｰゴスラビア沖で噴油をみた.

さらにコルシカ島サルジニア島シシリｰ島イ

タリア本土の間に広大柾チレニア海盆があってその深

い海底部(海深3,000m前後)の堆積層(第三系)の総

層厚は2,000-2,500mに達し古生代基盤結晶片岩類上

および地殻のr玄武岩｣層上に直接分布している.

その西方の同じく広大なアルジェ=プロバンス凹地は

地中海西部全水域にわたりアルジェ=プロバンス海盆

ア/レボラン海リオン湾を含んでいる.この亜海洋型

地殻は厚さ4,500-5,800mの中生･新生代堆積層に被覆

されすでに油田探査も始まっている.

リビア大凹地はアフリカ･アラビア両卓状地の陸上斜

面地中海東部と南東部を含んで拡がり堆積岩層の厚

さはイオニア海中央凹地で8,000皿以上地中海海堆で

3,000mある.リビア沿岸の地質断面はカンブリア系

から石炭系下部統の陸源海成層古生界上部の陸成層

厚さ3,000mの中生･新生代海成層からなり古生界下

部から古第三系までの地層が石油･天然ガスを胚胎して

いる.シシリｰ島南東部では三畳系下部統の苦灰岩が

貯溜層である.この大凹地の沿岸油田としてはまだシ

シリｰ島のジュラ油田(海底油井12年産油量25万t)

とイスラエノレのヘレツ油田しか知られてい恋い.しか

しギリシア沿岸の数水域リビアのシドラ湾(すでに

天然ガスの噴出をみている)地中海南東部と北東部は

有望である.

アゾフ海=黒海クラトン縁後古生代凹地ではグルジ

ア海岸沖の陸棚(厚さ最大10,000狐の堆積岩層を有す

るリオニ凹地の延長で白亜系上部とサルマｰト階が有

望)を一部含んだ沿黒海凹地の水域部分黒海北衝湾部

が石油･天然ガスを胚胎している.ブルガリアの陸棚

とくにバルナ凹地の延長部にはチュレネフ油.閏があり

さらにアゾフ海の諾水域やケルチ海峡も有望である.

次にイベリア半島とフランスの西部に拡がる広大な

酉ヨｰロッパ後古生代凹地であるがここではアングロ

ニパリ鎗堆アキテｰヌ盆地ポルトガル盆地アンダ

ルシア絃地が陸上から水域に開けこグ)大凹地の堆積層'

は石炭系から第四系までの各時代の地層から租りその

厚さは陸地の場合に2,800-4,000mである.ジュラ系

の地層が石油･天然ガスを魅胎しているが白亜系と古

第三系･新第三系もその可能性が大きいとされている.

探査はすでに諸水域で行なわれつっありなかでもイギ

リス海峡とビスケｰ湾が盛んである.そして最近にな

ってパランチ･カゾｰ･ミミザン各油田の延長部のビ

スケｰ湾水域で海底試錐井から石油や天然ガスの噴出が

得られている.

イギリスに渡ると小規模な西イギリス凹地とスコッ

トランド凹地がある.これは古生代榴曲区の山間盆地

でスコットランド凹地には大西洋側の陸棚であるクラ

イド湾と北海側陸棚のフォｰス湾が加わっている.両

湾とも堆積層の厚さは6,000mに達するがフォｰス湾

で炭層の探査が行なわれているにすぎない.

後原生代北ヨｰロッパ=クラトン縁凹地には北海とバ

ルト海の両水域が含まれている.北海は現在全世

界の海洋の中でもっとも注目されている海底油岡･天然

ガス田水域の一っている.北海海底下の石油と天然ガ

スの埋蔵量はしかしほかの幾つかの海域の場合より

もまだ劣っており産油･産ガス水準も比較的低いが

ヨｰロッパ諸国という大きな需要国灘に近v'位置を占め

沿岸陸上(オランダ)に大規模な天然ガス田などがある

ことからするとこの北海水域は将来性が大きいといえ

る.この水域は大型の後カレドニア期凹地の一部で

海底下の古生代後期(石炭紀後期以前)の地層とその上位

(二畳紀以後)の地層の構造面は一致せず二畳系は3

帝のバｰル状隆起を形作りそれが3城の凹地の境を恋

している.すなわち北海の南東部にツェビシュタイ

ン凹地があって'･岩塩ドｰム構造が発達しその西にブ

リテン凹地があって中央隆起で境され北東方のノル

ウェｰ凹地とはさらにノｰスバｰル状隆起で境され

てv･る.二畳系とその上位の地層の厚さはブリテン凹

地で4,200mツェビシュタイン凹地で6,100mを示す.

ドッガｰ:バンク水域は隆起性地塊と解されている.

石油と天然ガスの胚胎という観点からするとブリテ

ン凹地では主に下部二畳系上部層(厚さ32-213m)が

産油･ガス層と狂っているが二畳系を含むその上位層

群はいずれも有望である.イギリス側水域ではすで

に14の天然ガス田5石油･天然ガス岡が発見され陸

地と結ぶパイプラインの建設も一部が完成した(第7

図).産出原油は軽質厚滴に相当しガスの組成はレ

ｰマン=バンク石油･天然ガス田を例にとるとメタン

95.50%エタン2.86%プロパン0.49%n一ブタン

O.09%iso一ブタン0.08%n一ペンタン0.02%iso一

ペンタン0.03%ヘキサン0.02%ヘプタンO.04%

窒素1.26%ヘリウム0.02%炭酸ガス0.04%硫化水�
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素痕跡硫黄<0.5%である.

北海では大規模に地球物理探査が実施されすでに

450本の試錐がうたれ40を越える天然ガス田と油田が

発見された.その申には石油埋蔵量4億tを有する

エコフィスク油田(ノルウェｰ水域)とそれにほぼ匹敵

するフォｰティス油田(イギリス水域)カミ合まれている.

北海全域での探査鉱量は天然ガスが1.5-2兆m3石油

が9億t前後でウエスト=ソｰル天然ガス田とレｰマ

ン=バンク天然ガス田からイギリス本土にパイプライ

ンがひかれすでに1967年からガスが送られている.

バルト海も有望でその南岸にはすでに小規模租油

田が知られている..バルト海の南部は内卓状地性後カ

レドニア期凹地で同凹地内の古生代前期と中期の地層

が石油･天然ガスを胚胎する.バルト海のボスニア湾

に位置するボスニア凹地も有望とされている.この凹

地の古生代前期の地層(厚さ1,000-2,000m)に油層･

天然ガス層が胚胎されている可能性がもっとも大きい.

ノルウェｰ海縁凹地は中央大西洋海嶺スピッ

ツベルゲン=カレドニア山地ノｰバヤ=ゼムリャｰ一

ウラルｰチマン古生代山地とバルチック楯状地に囲まれ

た大型海縁凹地でノルウェｰ海とバレンツ海の凹地を

含んでいる.しかしこの大凹地内の水域ではスピッ

ツベルゲン島上から3,000mの構造試錐がユ本掘進され

ただけである.ノルウェｰ海縁凹地の南西スコット

ランド凹地･西イギリス凹地の酉にあるアｰライル海棚

はまだあまり調査されていない.

さて次ば大西洋の北西部についてであるがその石油

･天然ガス胚胎の展望は所によってさまざまである.

ニュｰファンドランド=ラブラドル後原生代

海縁凹地は大西洋側に開き北東をグリｰンランド楯

状地で酉を北アメリカ･カレドニｰズで南東をニュ

ｰファンドランド山脈で境されている.この大凹地は

大陸の浅海縁帯と移過帯を含みその中にグレイト=ニ

ュｰファンドランド=バンクフレミシュ=キャップ

ソム深海平原北部ニュｰファンドランド海嶺がある.

本大凹地の堆積層は石炭系の厚い地層を主とし今まで

にニュｰファンドランド島から南東に2本の海底試錐が

行荏われたが油徴もガス徴も得られなかった.でも

セｰブル島で行なわれた試錐によって地表下4,290mの

所に天然ガス層が発見されている.

この大型凹地の南に北アメリカ大凹地がある.北ア

メリカ海縁凹地は南がメキシコ=クラトン縁凹地に

接し南東を前縁バｰルで北東をニュｰフ子ンドラン

一瞬告
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第7図

北海海底油田･天

然ガス田の開発状

況

一〇i1pipe-ine

･･gaspipe1ine

ド海嶺で東を中央大西洋海嶺でそれぞれ境され調査

研究は進んでいる.この大凹地は厚さ最大4,500皿の

中生代と新生代の地層からなり岩蒜として白亜系から

更新統までの岩石が採取されている.アメリカ東岸の

陸棚はきわめて有望でロング=アイランド近くの陸棚

ではメキシコ湾のものに劣らない油田がすでに発見され

ている.

メ.キシコ油田･ガス田区はメキシコ湾の広大な

クラトン縁凹地に拡がっているが当該凹地の構造は不

均等で最大海深が4,023mに達し湾底下の北西部に

先カンブリア紀･カレドニア期･ヘルシニア期の基盤を

有する中生代･新生代の前陸盆地が入りこみ湾を横ぎ

って東西性のアルプス期盆地(キュｰバ島)カミ延び西

と南西から湾に中生代榴曲区の前陸盆地がせり出してい

る｡これらの盆地群は沈降盆地であり現在も度合は

一様でないが沈降しておりその沈降程度カミそれぞれの

堆積層の厚さを規制している.たとえばフロリダ湾

では基盤が海底下11,000mに沈んでいる.メキシコ湾

の深海部(最大海深4,023m)は1種の地溝である.

北西沿岸部水域とくにガルフニコｰスト水域は詳しく

研究されてきた.その水域にはテキサスやルイジアナ

の岩塩ドｰム地域の延長として同様な岩塩ドｰム構葦が

広く発達する.西沿岸水域でもメキシコのベラクルス

盆地の延長として同様粧岩塩ドｰム構造カミ発達している.

産油･ガス層準は全堆積層序にわたって分布するが主

要なものは新第三系である.

メキシコ湾で最初に石油探査井が下されたのは1911年

のことで1933年に試錐調査船が作られ1938年から海�
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底地質調査と地球物理探査が強力に行なわれるように狂

り1938年から1968年までの間にルイジアナの沿岸水域

で10,480本の探査試錐と8,926本の開発試錐が掘さくさ

れたがメキシコの沿岸水域での探査量はまだ少祖い.

メキシコ湾内全域でアメリカの沿岸水域に133メキ

シコの沿岸水域に12のそれぞれ海底油田と海底天然ガス

田が発見ずみであり埋蔵最は前者で石油4.3億m3と

天然ガス7,800億皿5後者で石油7,000万m3と天然ガス

920億m3生産量は前者で56油田･天然ガス田から原油

3,000万t/年天然ガス100億m3/年である.現在メ

キシコ湾では大陸斜面で石油と天然ガメの探査が実施

されつつある.

南キュｰバ凹地は大アンチノレ列島弧の水域に拡が

りその海底下の地質断面の基盤には大陸･亜海洋型と

海洋型の地殻ブロックがある.地質断面は厚さ最大400

mの始新世後期漸新世中新世の産油･ガス可能性が

大きい優地向斜層系を含み油徴はさらに下位の白亜紀

後期の地層中にも知られている.この南キュｰバ地向

斜山間海底凹地とメキシコ=クラトン縁凹地の間にはは

っきりした境がない･この南にはクラトン縁後古生代

大型凹地としてコロンビア凹地とベネズエラ凹地

があって両者は堆積層の走向･傾斜･拡がりがよく似

ており層厚はデ回シビア凹地では14,500mを越えベ

ネズエラ凹地では10,000mを越えている.コロンビア

凹地の層序は中生代前期赤色層白亜紀･古第三紀･新

第三紀海成層からなり白亜系･漸新統･始新統が石油

･天然ガスを胚胎する.

ベネズエラ石油･天然ガス胚胎凹地の埋没したマラカ

イボ部分はマラカイボ潟の水に覆われ同潟の底下には

巨大相油田君羊がある(第8図).このマラカイボ凹地は

ペリハ山脈を西限としメリダ山脈を東の境界とし両

アルプス榴曲構造帯の間に拡がり古生代基盤岩(花筒

岩の貫入を受けた海成石灰岩と陸成陸源岩)上に分布す

る中生代と新生代の厚い地層から狙っている.新生代

堆積層の厚さだけでも9,000mに達し産油層の層数は

数100を数え基盤岩上位の堆積層系(第四系を除く)

はすべて文字通り油層を胚胎している.その中でもっ

とも産油･ガス性が高いのはとくに中新統(総産油量の

80%)である.最大の油田は一部が潟下にかかってい

て(ボリバｰ油田)1933年に採油を開始しその産油

量は巨大なものとなっているが1957年当時潟の部分

になお残っている石油埋蔵量は15.85億tと算定されて

いた.また天然ガス埋蔵量はボリバｰ油田だけで28

億m3を占め1957年までに10億m3ほど採掘され石

油は約3,000の海底油井で開発され1967年の実績は潟

部分で石油が11,500万tであった.

ギアナ海縁凹地はブラジル卓状地の沈降区域群

(マラニャン凹地下アマゾン凹地東ベネズエラ凹地)

を含んでいる.この大凹地の南と北の限界はまだはっ

きりしていない.この大凹地の1構成凹地であるパリ

ア山間凹地が石油･天然ガスを胚胎する.この古山間

凹地はトリニダｰド島のバリア湾底に拡がり古生代と

中生代前期の転位岩体を基盤として中生代と厚い地層を

堆積している.白亜系の厚さだけで9,O00m(軸部)

新生代の地層全体で10,O00m(軸部)に達する.新生

代岩層の櫓曲はほぼ東西に延び所々断層に切られダ

イアピル構造を形作っている部分も多い.トリニダｰ

ド島には泥火山が分布する.貯溜層は中新統の岩層で

島上から数100の試錐が行なわれブライトンノｰス

=マリｰンボイン=フォｰチンコンパ=マリｰンな

どの陸一海帯の油田･ガス田が発見された.スリナム

と仏領ギアナの沿岸水域では海岸から約100k㎜離れた

海底での1試錐から少量の石油と天然ガスが噴出したこ

とがある.

ブラジル海縁凹地は基盤の隆起体によって分けち

れたバイア=レコンカブ凹地セルジペ=アラゴアス凹

地エスピリト=サント=カンポス凹地北東沿岸凹地

を水域を含めて一括したもので厚さ4,500mの中生代

と新生代の堆積層からなっている.すでに地質調査も

地球物理探査も行祖われていてバイア=レコンカブ凹

地ではドン=ジュアン大型油困が確認されているがこ

の油田の一部はトドゥス=ウス=サントゥス湾底に伸び�
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でいる.1971年までにこの大凹地で発見された大型海

底油困は3油閏である.

溝凹地オマン古地溝凹地アフリカ=南極海海棚凹地

が発達する.

アルゼンチン海縁凹地はブラジル大凹地の南

サンドウィッチ列島弧までの水域に拡がっている.陸

上側での堆積層の基盤は先カンブリア紀と古生代の岩層

でその上に厚さ5,000mのデボン紀から新第三紀の地

層が重校り石油･ガス噴出の可能性の点で有望と言わ

れるのは古生界上部系三畳系ジュラ系白亜系そし

て始新統である.探査の成果がやっと上り始めた段階

にありサン=ホノレヘ湾内の約2,500km2の水域で油田

の試掘が行なわれつつある.

大西洋の北東水域は南東水域と構造を異にし前者は

1主として卓状地の縁を恋しその凹地は中世一新生代の

堆積物で覆われ海側に潜っている.

カナリア=アトラス海縁凹地はアフリカ大陸

北酉端から西側に分布しギニア海縁凹地はシエラ

=レオネ海膨によって北のカナリア=アトラス大凹地と

中央大西洋海嶺の東支脈によって南のアンゴラ海縁

凹地と隔てられている.このギニア大凹地の中心部

はナイジェリア凹地で同凹地では先カンブリア紀基盤

上に白亜系暁新統始新統中新統が発達するととも

に先白亜紀オｰブ=サントン期上部シャンパｰニ

ュ=更新世の3構造階が認められる.堆積層の総層厚

はところによって10,00ト12,000mに達し始新統中部

階一漸新統の砂岩が貯溜層である.ナイジェリア湾の

水域で1968年7月までの数字では49本の試錐が行なわれ

そのうちの26本は石油の湧出をみ13の海底油田が確認

された.すでにその大部分が開発に入り産油も順調

である･アンゴラ大凹地は南をウォルビス海嶺で境さ

れその堆積層の総層厚は4,000mを越えその中でと

くに白亜系上部統の石油･天然ガス胚胎可能性が大きい.

最近15年にわたって行なわれた探査の結果ギニア湾

で3油田(1967年の総産油量84万t)カビンダの沿岸

水域で新たに有望構造3帝が発見された.

アンゴラ大凹地の南に遠海ケｰブル海棚凹地が

あり大西洋南東水域では陸棚範囲だけで柱く深海平

原の隣接区も有望である.

インド洋

インド洋水域にはアガラス=カノレｰ海縁凹地モザン

ビｰク古地溝凹地マダガスカル海棚凹地クロゼ海棚

凹地ソマリ海縁凹地アラビア=インド海縁凹地ペ

ルシア湾海縁凹地中央ベンガル海縁凹地面オｰスト

ラリア海縁凹地南オｰストラリア海縁凹地紅海古地

アガラス=カルｰ凹地はインド洋の南西部に拡

がる推定石油･天然ガス胚胎盆で北域にはカルｰ系陸

成層(石炭系上部統一ライアス統)から狂るカピッド古

生代山間凹地カミあって堆積層層厚が最大15,000mにも達

している.この海縁凹地の水域部分は西を陸棚縁部海

嶺東をインド洋中央海嶺で境されモザンビｰク古地

溝凹地の南限とは海底鞍部で境されている.水域部分

での地球物理探査はか妊り手広く行校われ現在では南

ア共和国側のアガラス海堆で海底試錐が続けられている.

この海縁凹地の南に垂れ下がるように拡がる北のモ

ザンビｰク古地溝凹地は酉をアフリカ大陸東を

マダガスカル島のそれぞれ基盤結晶片岩･片麻岩類の隆

起体で境され厚さ5,500mの石炭系一ライアス統(カ

ノレｰ系)の堆積層それにジュラ系･白亜系･新生界が

加って厚い堆積盆地を形作りそのカルｰ系からすでに

油徴もガス徴も得られている.前述のM.K.カリンコ

はこのモザンビｰク海峡の海底を油田･天然ガス岡発見

の可能性がもっとも大きい水域の一つとみている.さら

にマダカスカノレ島の東にはそれぞれ有望な油田･ガス

田胚胎凹地と言われているマダガスカル海棚凹地

とその東のクロゼ海棚凹地があるがまだあまり調

査されてい荏い.

ソマリア沖に東をアラビア=インド中央海嶺南東を

マスカリン海嶺で境されてソマリア海縁凹地があ

りその大陸に近い部分の堆積層の層厚は15,000mに達

している.もっとも古期の地層はカルｰ系(石炭系上

部統一ジュラ系)でありその上に卓状･変形卓状被覆

層(中生代･新生代の層群)が重匁っていてザンジバ

ル島･マフィア島などで行なわれた掘進深度最大4,000

mの試錐の結果すでに古第三系と新第三系の天然ガス

胚胎状況が明らかに狂っている.

アラビア･インド海縁凹地は海側をマルジブ海

嶺アラビア=インド中央海嶺(カｰルスベルク海嶺)

ムルレア海嶺で囲まれ陸地としてはインドスタン卓状

地の北西部と前陸盆地帯を含んでいる.堆積層の厚さ

はカッチ湾で3,000mカラチ沿岸で7,000mに達しそ

の構成はジュラ系から第四系に及んでいる.パキスタ

ンの沖合部分で現在地球物理探査とさらに試錐が行なわ

れつつある.海岸沿いの断層に爽まれた紅海地溝1凹

地は中央が海洋地殻で占められ先カンブリア紀基盤岩

系上にヌビア系(デボン系一白亜系下部統)がさらに

その上位に白亜系上部統と台地玄武岩層を伴った新生界�
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の陸成層･海成層が分布し最太総層厚は3,000mに達

していて予想産油･ガス層はヌビア系白亜系上部統

始新統中新統である.現在すでに地球物理探査が着

々と進行しサウジ･アラビア沿岸では海底試錐も行な

われている.

地中海型のペルシア湾クラトン縁凹地はアル

プス地向斜の前陸盆地に相当し古生代から第四紀にい

たる厚さ10,000㎜を越える堆積層を積載している.

そしてジュラ系上部統から鮮新統にいたるほとんどす

べての層位に石油･天然ガス胚胎層が認められているだ

けでなく三畳系もそれ以前の古い地層にも十分期待で

きるようである.本凹地の探査鉱量は陸上･海底合せ

て1963年現在で石油230億t1969年現在のペルシャ湾

海底だけで石油120-130億t天然ガス3.6-3.9兆㎜8

とされすでに27の海底油岡が稼動中である.この数

値は1構造凹地としては現在のところ石油埋蔵量が世界

一であり天然ガス埋蔵量が西シベリア内卓状地陸向斜

凹地に次いで2位ということを示している.

狭長なオｰマン古地溝凹地はアラビア海岸沿い

に伸びていて同凹地に堆積している中生界と第三系の

総層厚は10,000mに達し石油･天然ガス胚胎層準は全

層序に及びすでに石油と天然ガスに対する地球物理探

査と探査試錐が行なわれている.なおオｰマン湾の

深海部には花開岩層がない.
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第9図紅海地溝凹地の油困とガス田

中央ベンガル湾海縁凹地はマルジブ海嶺(西側)

と東インド海嶺(カｰペンタｰ海嶺)(東側)の間に拡

カミり陸上のインドスタン卓状地とベンガル前陸盆地の

東部･北東部沈降域も含んでいる.その水域での堆積

層の総層厚は最大10,000皿に達している.本構造凹地

の南限はスンダ海溝から分岐した断層系で北方のケラ

ラ沿岸近くの陸棚堆積層は中新統だけから粗りその西

方では古生界と古第三系が堆積して層厚か2,000-3,000

mに増しコロマンデル海岸地域ではジュラ系から中新

統までの地層を欠きベンカノレ沖陸棚では古生代･中生

代･新生代の厚い地層カミ発達する.本構造凹地の水域

部分ではもっぱら地球物理探査が行なわれている.

西オｰストラリア海縁凹地はオｰストラリア卓

状地の西側のカｰナボン陸向斜パｰス陸向斜ケニン

グ陸向斜を一括したもので海域に数100k皿も入りこ

んでいる.本構造凹地でのもっとも完全な層序が認め

られるのはパｰス陸向斜の盆地部分でシルル系オル

ドビス系二畳系それに中生界の堆積層が認められ

ジュラ系と白亜系だけでも厚さが4,200mを少し越えて

いる.すでにバロｰ島バスカ島などで油田が発見さ

れており産油層準は目下のところ白亜系である.

南オｰストラリア海縁凹地は子一クラ陸向斜の

海底延長部で厚さ最大2,000mの白亜系･古第三系･

第四系で積載され南東インド洋海嶺インド洋南極海

嶺リヤ海膨で囲まれている.タスマン=クラトン縁

凹地との境界はキング島一古生代基盤岩類隆起帯である.

現在地球物理探査が行なわれっつあるがまだ緒につ

いたばかりである.

太平洋

太平洋永域で石油･天然ガスが胚胎されあるいは胚

胎されていると思われるのは太平洋周縁に分布する後古

生代のタスマン海アラフラ海インドシナ=ジャワ海

北ニュｰギニア東中国海間宮海峡=日本海東日本

オホｰツク海コマンドルスキｰべ一リング海新生

代の中カムチャツカ東カムチャツカ南アラスカコ

ｰスト=パシフィックカリブオルニアグアヤキル

セントラル=バレｰの各構造凹地である.

まずタスマン海=クラトン縁凹地であるが

これはバス海峡水域に位瞳し古生代卓状地縁部の海底

構造盆地としてオットウエｰ盆地バス海峡盆地ジ

ップス=ランド盆地を含んでいる.これらの構造盆地

はジュラ紀後期に生成し始めとくに白亜紀にいちじる�
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しく発達して堆積層の総層厚は最大9,000mに達し

中生層と第三系が石油と天然ガスの胚胎層準となってい

る･すでにジップス=ランド沖で埋蔵天然ガス量420

億mヨのバラクｰタ天然ガス田と430億m3に石油埋蔵

量7,440万tのマｰリン石油･天然ガス田さらに大型

のキングフィッシュ石油･天然ガス田(石油埋蔵量

14,100万t)とノ･リバット石油･天然ガス田(同6,000

万t)が発見･開発され1971年には本凹地全体で

1,400万tを産油している.

アラフラ海=クラトン縁凹地はオｰストラリ

ア大陸の北にあってスラウェシ列島弧によってインド

シナ=ジャワ海凹地と隔てられている.このアラフラ

海凹地はオｰストラリア卓状地北斜面オｰ一ストラリア

大陸古生代地層の東北側海底延長部ニュｰギニア新生

代地向斜前陸盆地珊瑚海海底の数地塊で構成されオ

ｰストラリア大陸沿岸部の堆積岩は古生層と中生層ア

ラフラ海海底ではそれに新生代の地層が加わっている.

.現在この構造凹地各水域で強力に地球物理探査や試錐

が行なわれていてとくにパプア湾では1968年に2弁の

噴ガス井を得たがその1弁は2,240万m君の天然ガス

を産出した.

北ニュｰギニア新生代地向斜山間凹地はス

ピク構造盆地と北岸構造盆地を含み堆積層は古生界･

中生界･古第三系･新第三系･第四系から恋ゆ総層厚

は最大101000mに達し油徴は新第三系と第四系に認め

られる.

ニュｰカレドニア凹地とニュｰジｰランド凹地

の石油･天然ガス胚胎可能構造盆地は第三系に積載され

ているが調査は未だしである.しかしニュｰジｰラ

ンド凹地の場合北島の海岸に鉱量150億m3のカプニ

=コンデンセｰトガス田が発見･稼行されていて将来

の海底探査の強化が期待されている.

インドシナ=ジャワ後古生代クラトン縁凹地は

地質構造がもっとも複雑な構造凹地の一つで台湾イ

ンドシナ東カリマンタン北カリマンタンジャワの

各海底構造盆地を含み凹地形成期も相構成もさまざま

である.

まず台湾構造盆地であるがこれは厚さ8,000㎜の古

第三系と新第三系に積載され産油･ガス層準は中新統

と鮮新統である.陸上部分ではすでに7油田･ガス田

が知られているが海底部分では地球物理控査が実施中

である.東カリマンタン構造盆地はカリマンタン島中

生代地向斜の前陸盆地で始新統から第四系にいたる堆

積層が重狂りその層厚は最大10,000mである.既知

第10図活躍する海底油井

第11図活躍する海底油井�
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油田は陸上と島喚の部分にあり産油･ガス層準は中新

統と鮮新統である.また北カリマンタン構造盆地には

漸新統･新第三系･第四系が知られていてミリセリ

アシェルドンの3海岸油田と西南アンバ海底油田がカ

リマンタン島西北海岸帯に分布している.次のジャワ

構造盆地は上部構造階型のもので新第三系･第四系堆

積盆であり産油･ガス層準は中新統と鮮新統と目され

ている.

以上のクラトン縁凹地水域では全体としてエスキャッ

プによる地球物理探査が強力に行なわれつつある.

石油･天然ガスの胚胎という観点からするとフィリ

ッピン新生代地向斜山間凹地の若い構造盆地と

その北側に拡がる東中国海クラトン縁凹地は有

望である.とくに後者は黄海と東中国海の構造盆地下

につっこんでいる中国=朝鮮卓状地の斜面に発達し厚

さ最大81000mの古生代･中生代･新生代の堆積層に積

載され天然ガス胚胎層準(上海付近)は新生界で地

球物理探査が実施されつつあり中国は黄海ですでに海

底試錐にとりかかっている(第12図).北勝利油田は

その北西縁の陸地部で産油層準は中生層である.

タタｰル海峡=日本海クラトン縁凹地はタ

タｰル海峡構造盆地と日本海構造盆地で構成され両水

域全域に対してソ連が地球物理探査を一応終了し樺太

島西側と日本側海岸沖合で関係国による試錐が続いてい

る.現在のところ日本の本州海岸とその沖合にしか

油田･ガス田は発見･開発されてい荏い.

このクラトン縁凹地とは直接関係が粗いが樺太南部の

亜庭湾で1972年に海底油困が発見されたことは注目に値

第12図渤海に浮ぶ(大巷油田の海底さく井)

する.

東日本新生代山間凹地は面積が小さく探査の

成果は上っていないがわが国としては無視し得粧い石

油･天然ガスの胚胎が期待できる海底構造盆地帯である.

オホｰツク海クラトン縁凹地はオホｰツク海の水

域にあってオホｰツク海構造盆地群(新第三紀形成体)

を含んでいる･当該構造盆地弾は原生代･中生代前期

卓状地や中生代地塊を基盤とし厚さ3,000-5,500mの

古第三系の陸成爽炭層と陸源海成層厚さ1,500-2,750

mの中新統下部一中部統の陸源層厚さ最大4,000mの

中新統上部一群新統を積載し石油･天然ガスの胚胎に

ついては有望である.すでに凹地西縁の樺太島東部や

東縁の酉カムチャツカ構造盆地には油田とガス田が確認

ずみで海域では広範に地球物理探査が重ねられてい

る.樺太島東側の陸棚は第9次5ヵ年計画での極東に

おける重点石油･天然ガス探査対象となり結果として

面積約10万km2の中に約40の有望構造が確認されその

陸棚の北東部で大規模狂ドシンスキｰ=ライズ帯に向け

ての海岸からの傾斜試錐によって海底下2,250-2,468m

(中新統)から60-80t/目の噴油を得ているし陸棚東

部のオクルジャヌィ沖合構造から約90t/目の産油井が

出現している.さらにサハリン湾中のアストラン構造

部とサハリン島東側のホストｰチュノ=ノレゴフ構造海底

延長部はとくに有望ですでに両者ともそれぞれ5万一

15万m3/目の産ガス井を掘り当てている.サハリン島

の南西部の場合にはチェｰホフ構造盆地の海底延長部

(クラスノヤｰルスキｰ構造など)が重視されている.

カムチャツカ半島の西側の陸棚ではシェリホヴァ湾

中のパラナ皿ペンジノ前陸盆地海底延長部(イｰチャン

構造など)が有望であるがまだ調査は進んでいない.

コマンドルスキｰ=クラトン縁凹地はシルシ

ョヴァ海嶺カラギンスキｰ島複背斜コマンドルスキ

ｰ諸島に囲まれたべ一リング海の一部を含む.本凹地

の海底部の構造と石油･天然ガス胚胎状況についてはほ

とんど調査されていない.

べ一リング海クラトン縁凹地はべ一リング海

の更新世構造盆地の広い部分を占め当該海底部分の地

質や石油1天然ガス胚胎状況にく)いても全体としてほと

んど研究されてい扱いが陸地部分では古生代1中生代

前期･1ξ唖紀1新生代の厚い地層が堆積していることや

油徴1ガス徴の存在が知られている.海底部分として

はとくにアナドィル湾水域に関心が集中していて地球

物理探査が行抵われつつありすでに同水域では海底に�
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4,000-5,000mの中生代と新生代の地層が重なりしか

も産油可能構造らしい構造部もみつかっている.

中カムチャツカ･東カムチャツカ両新生代山間凹地

はいずれも規模が小さい.前者の場合リトケ海峡の

地溝盆地を含み同盆地には厚さ4,000mの第三系が堆

積している.しかし凹地全体としては地質に関する

資料に乏しい.構造地質学的には東カムチャツカ山間

凹地と密接な関連を有し後者は白亜系上部統古第三

系中新統下部一中部階中新統中部一上部階中新統

上部階一鮮新統に積載されその総層厚は数1,000mに

達し加えて後者の場合には小規模狂がら油徴とガス

徴が漸新統一中新統下部階から得られている.さらに

クロノッキｰ構造盆地とアヴァチャ構造凹地の各海底延

長部も有望で1971年から地震探査が続けられている.

南アラスカ新生代山間凹地は陸地にセント=エ

リアス盆地とクック盆地の独立した2つの構造盆地を有

しそれがアラスカ南側の陸棚で1つに溶りアレウト

海溝を南限としている.この構造盆地はいずれも始新

統･鮮新統の陸源陸成層･海成層から放り総層厚カミ

8,000-10,000mに達しその下位に不整合でもって中

生代と古生代の堆積･火山源層系が賦存している.そ

のうちの始新一鮮新統下部層が石油を胚胎し天然ガス

は始新一鮮新統の全層準にわたって認められ1968年に

12の海底･海岸油田･ガス田が発見され総埋蔵量は石

油が2.03億t天然ガスが1,416億m3でその大部分

がクック湾に集中し1971年の日産産油量はほぼ30,375

tとなっている.

コｰスト=パシフィックおよびフレイザｰ

両新生代山間凹地は北アメリカ西海岸の小型構造盆

地群を含みすべて陸棚で1つにまとまっている.そ

の盆地群の積載堆積岩層は白亜系と第三系で厚さは

4,000mに達している.その予想石油埋蔵量はヘカ

テ構造盆地の場合に11億tバンクｰバｰ島付近の陸棚

の場合に3億tとされ大型油田も大型ガス田もまだ発

見されていないが大規模に地球物理探査と試錐が行な

われている.

カリフォルニア新生代山間凹地は北アメリカ

西部のアノレプス摺曲構造中の小規模な構造盆地6盆地か

ら妊り海底で1つにまとまっている.そして海側の

境界は大陸斜面の隆起帯で積載堆積岩層は新第三系と

第四系で構成されその層厚は当該盆地によって異なり

4,000mから18,000㎜である.ただヴェンドゥラ構造

盆地にだけ白亜系上部統と古第三系が知られているにす

ぎ扱い.すでに16の海底･海岸油固･ガス田が発見さ

れている.1967年にはサマｰランドの北東で石油埋蔵

量8,100万tの本海底最大の新油田が発見されたがそ

のサンタ=バ｣バラ海峡では海深600mの海底部で試錐

が行なわれたのである.本凹地海域･海岸からこの10

年間に2,520万tの石油と140億m3の天然ガスが採掘

され海底の油井とガス井の数はすでに200本を越えて

いる.

グアヤキル新生代山間凹地はアンデス山脈西側

の構造盆地に相当し太平洋海底のアタカマ海溝まで拡

がっている.被覆堆積層は主として第三系の陸成層と

海成層からなり所によってはそれに白亜系が加って総

層厚が6,000mに達している.産油･ガス層準は始新

統でペルｰとエクアドルには海岸帯型の油囲群(前者

のサンタ=エレナ油田鮮後者の北西海岸油田樺)が知

られている.現在海底部分の調査が広スバンの試錐

網で行抵われつつある.

セントラル=バレｰ新生代山間盆地はアンデ

ス山脈中の狭長征地溝でその海側延長はアタカマ海溝

に達している.姶新統･漸新統･新第三系で構成され

たその堆積被覆層の厚さは最大3,000mで石油･天然

ガス胚胎層準は始新統と目されている.

北極海

この海域の地質と地質構造についてはまだ判ってい

ないところが多い.しかし海に入りこんだ大規模な油

岡･ガス田胚胎構造凹地の陸棚が広大な面積を占めそ

の西シベリア凹地アナバル=ラプテフ凹地インジギ

ル:チュコトク凹地ボｰフォｰト凹地ハドソン湾凹

地の陸棚部分はそれぞれ石油･天然ガスの胚胎という観

点からするときわめて有望な水域と言える.シベリ

アのノ･タンガ海:岸構造盆地とカナダのメルヴィル構造盆

地ではすでに数10億tものタｰルサンドが発見され

アラスカのボｰフォｰト湾岸ノｰス=スロｰプ地域でシ

ンプソン油田やサウス=バロウ天然ガス田など大型油田

･ガス田が開発にかかっていることなどから有望水域

の面積は270万kIn2(日本の総面積の7倍以上)を越え

るものと思われる.この数値は各海洋の有望面積比の

中では最大の約30%に当る.地質条件はメキシコ湾の

場合に似ているがしかし北極海の規模ははるかに大き

いので20-30年後には開発条件のきびしいこの水域が

石油ラッシュに湧く可能性は大きい.

なおカスピ海などの内陸海については省略する.�


